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今
こ
そ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ワ
ー
の
発
揮
を
！

　

谷
中
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
で
は
、
今
年
は
４
月
の
総

会
も
書
面
決
議
と
な
り
、
毎
年
５
月
に
開
催
し
て
い
る
谷

中
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
祭
り
も
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
に
入
り
よ
う
や
く
開
催
さ
れ
た
委
員
会
で
「
学
校
行

事
も
盆
踊
り
や
諏
方
神
社
の
祭
礼
も
な
い
上
、
東
京
を
出

る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
い
谷
中
の
方
々
に
何
か
出
来
る
こ

と
は
な
い
か
？
」
と
委
員
そ
れ
ぞ
れ
知
恵
を
出
し
合
い
、『
夏

の
わ
く
わ
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
』
と
題
し
、お
盆
期
間
中
に
、

谷
中
で
子
育
て
中
の
マ
マ
・
パ
パ
を
講
師
に
迎
え
て
少
人

数
で
の
事
前
予
約
制
の
講
習
会
を
開
催
す
る
事
に
し
ま
し

た
。

　

ど
こ
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
講
ず

れ
ば
参
加
し
て
も
ら
え
る
の
か
・
・
・
関
係
各
所
と
も
協

議
し
な
が
ら
入
念
に
準
備
し
ま
し
た
。
チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー

に
Q
R
コ
ー
ド
を
付
け
、
ス
ム
ー
ズ
に
予
約
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
工
夫
し
て
募
集
を
か
け
た
と
こ
ろ
、
募
集
初

日
か
ら
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
希
望
が
殺
到
し
、
急
遽

定
員
を
増
員
し
た
回
も
あ
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
谷

中
の
地
域
の
方
々
は
、
学
び
や
体
験
の
機
会
を
欲
し
て
い

る
の
だ
な
と
痛
感
し
ま
し
た
。
今
回
は
谷
中
地
区
の
幼
稚

園
小
中
学
校
の
夏
休
み
期
間
中
で
も
あ
っ
た
た
め
、
親
子

で
参
加
さ
れ
る
方
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
秋
以
降
は
、

大
人
向
け
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
も
随
時
企
画
し
、
コ
ロ

ナ
禍
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ワ
ー
で

学
び
を
、
そ
し
て
楽
し
み
を
提
供
し
、
絆
を
構
築
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
ど
も
み
ら
い
部　

部
長　

橘　

光

谷
中
谷
中

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会

“
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
”

　
　 

だ
か
ら
で
き
る
コ
ロ
ナ
禍
の
活
動
!!

　
　
　
　
　
知
恵
を
出
し
合
っ
て
頑
張
ろ
う
！

夏のわくわくワークショップ

書家の先生には、篆
書、草書、行書、楷
書など六書体を書く
体験を通じて漢字の
成り立ちを探る楽し
さを教わりました。

草花屋さんには苔玉の作り方をご指導い
ただき、土と苔と木の愛おしさを教わり
ました。

工 作 好 き 父 さ ん か
ら は 画 用 紙 と 段
ボ ー ル と 貝 殻 を
使 っ て 自 宅 に 飾 れ
る ア ク ア リ ウ ム 作
りを教わりました。昨今、STEM 教育の重要性が話題になる

中、「早い時期から子供に ICT に触れさせ
てあげたい」という親御さんの申し出に
より、ロボットプログラミング体験が実
施されました。

●漢字の成り立ちや歴史を探る旅●泥遊び！苔玉を作って木を育てよう！

●画用紙を使ってお気に入りの
　　　　   アクアリウムを作ろう！

●はじめてのロボットプログラミング

木工什器作家さんか
らは、黒板とそろば
んが合わさった可愛
い “ そ ろ こ く ば ん ”
作りを教わりました。

●楽しく算数♪そろこくばんを作ろう！

とても
楽しかったよ！

お家を海の中に

コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な！

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

仲
間
の
輪　

 第57号（令和3年2月）

コミュニティはふれあいとうるおいのあるまちづくり

事務局：区民課協働・多文化共生係

※記事内容につきましては、令和 2 年夏秋にご執筆いただきました。
今回は編集委員である、松葉、谷中、竹町、東上野、浅草、大正、浅草橋、蔵前を中心に各コミュティの紹介をしていただきました。
次号では他の地区の編集委員の方々が中心となりコミュニティを紹介していただく予定です。
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●
学
童
サ
ー
ク
ル
紹
介

　

竹
町
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
に
は
現

在
、
学
童
中
心
の
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル
が
い

く
つ
か
あ
り
ま
す
。
少
年
軟
式
野
球
、
空
手

道
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
、
卓

球
等
の
各
サ
ー
ク
ル
が
学
校
の
施
設
を
利
用

し
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
小
学
校
等
を
中
心
に
活
動

し
て
い
る
野
球
チ
ー
ム
「
L
C
ジ
ュ
ニ
ア
」

の
活
動
内
容
と
部
員
募
集
を
併
せ
紹
介
し
ま

す
。

　
「
L
C
ジ
ュ
ニ
ア
」
は
現
在
小
学
１
年
生
か

ら
６
年
生
が
所
属
し
、
部
員
数
28
名
で
、
上

級
チ
ー
ム
・
教
育
チ
ー
ム
の
２
チ
ー
ム
編
成

に
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
活
動
地
域

は
平
成
小
学
校
、
忍
岡
小
学
校
、
黒
門
小
学

竹
町
竹
町
地
区
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会

校
の
広
範
囲
に
及
び
、
そ
の
地
区
の
子
供
達

が
頑
張
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

チ
ー
ム
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
「
礼
儀
・
挨
拶
・

み
ん
な
仲
良
く
」
を
、
野
球
を
通
し
て
指
導

を
し
て
い
ま
す
。

　

チ
ー
ム
名
の
由
来
は
、
14
年
前
に
平
成
小

学
校
の
「
台
東
レ
オ
ー
ネ
」
と
忍
岡
小
学
校

の
「
コ
ン
ド
ル
ズ
」
が
合
併
し
た
こ
と
か
ら
、

互
い
の
チ
ー
ム
の
頭
文
字
を
と
っ
て
「
L
C

ジ
ュ
ニ
ア
」
と
名
付
け
ら
れ
、
大
人
の
ス
タ
ッ

フ
も
一
緒
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

練
習
は
土
・
日
・
祝
日
を
中
心
に
平
成
小

学
校
の
校
庭
等
を
使
い
、
子
供
達
の
野
球
能

力
向
上
に
励
ん
で
い
ま
す
。
女
子
の
選
手
も

数
多
く
卒
団
し
、
O
G
と
し
て
練
習
に
参
加

し
、
指
導
も
し
て
い
ま
す
。
中
に
は
、
女
子

プ
ロ
野
球
選
手
を
目
指
し
て
い
る
O
G
も
い

ま
す
よ
！

　

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
楽
し

み
に
頑
張
っ
て
き
た
子
供
達
で
す
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
で
、

今
年
は
３
月
～
6
月
と
過
去
に
経
験
し
た
こ

と
が
な
い
よ
う
な
、
活
動
を
し
な
い
、
で
き

な
い
時
期
を
迎
え
大
変
残
念
で
し
た
。

　

チ
ー
ム
は
台
東
区
軟
式
少
年
野
球
連
盟
に

加
盟
し
て
非
常
に
歴
史
の
長
い
学
童
チ
ー
ム

で
す
。
昨
今
、
学
童
数
の
減
少
に
よ
り
廃
部

や
合
併
等
の
チ
ー
ム
が
増
え
て
い
ま
す
が
、

「
L
C
ジ
ュ
ニ
ア
」
は
多
方
面
よ
り
選
手
、
子

供
達
の
入
部
を
歓
迎
し
て
い
ま
す
。
是
非
、

練
習
を
見
学
し
て
親
子
共
々
「
L
C
ジ
ュ
ニ

ア
」
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
?!
き
っ
と
楽

し
い
で
す
よ
！

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
避
け
る

た
め
、
ま
た
、
三
密
対
策
に
も
注
意
を
払
い
、

「
ガ
マ
ン
」
を
感
じ
な
が
ら
も
、
子
供
達
の
元

気
な
顔
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
を
し
っ
か
り
と
し
て
他
の
ス

ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル
（
空
手
道
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・

サ
ッ
カ
ー
・
卓
球
等
）
も
活
動
再
開
を
始
め

て
お
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負

け
な
い
活
動
を
早
く
取
り
戻
し
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

L
C
ジ
ュ
ニ
ア
代
表　

左
治
木　

利
明

連合運動会　リバーサイドスポーツセンターにて

小学校にて練習

町会の方々と一緒に避難訓練ビーチボール大会で多くの人と交流しました

昨年度の「はまっ子まつり」では
　　　　　　多くの方が楽しみました

石
浜
石
浜
小
地
区

小
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会

　

石
浜
小
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
は
石

浜
小
学
校
通
学
区
域
に
あ
る
９
町
会
（
今
戸

二
・
今
三
・
橋
場
一
・
橋
場
二
・
石
浜
一
・

石
浜
二
・
石
浜
三
・
清
川
・
吉
野
）
の
下
に

平
成
４
年
３
月
に
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

　

区
内
に
17
地
区
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員

会
の
中
で
は
遅
い
発
足
で
し
た
が
、
今
で
は

地
域
の
委
員
会
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
こ
10
年
間
、
当
委
員
会
は
「
地
域
と
繋

が
る
」
事
を
考
え
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　

利
用
団
体
も
30
団
体
近
く
に
な
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
在
り
方
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

毎
年
、
10
月
の
第
３
日
曜
日
に
「
は
ま
っ

子
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
模
擬
店
・
ゲ
ー

ム
・
大
抽
選
会
な
ど
を
当
委
員
会
の
指
導
の

下
、
玉
姫
児
童
館
・
少
年
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

に
お
力
添
え
い
た
だ
き
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
の
第
３
日
曜
日
に
は
、
午
前
中
に
「
避

難
訓
練
」
を
町
会
の
方
々
と
共
に
行
い
、
午

後
は
当
委
員
会
の
団
体
の
希
望
者
で
「
ビ
ー

チ
ボ
ー
ル
大
会
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
小
学
校
の
先
生
方
・
地
域

町
会
・
児
童
館
な
ど
の
方
々
と
共
に
〝
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
委
員
会
〟
と
し
て
地
域
に
根
差
す
活

動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

運
営
委
員
長　

小
嶋　

幸
一
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田
原
田
原
小
地
区

小
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会

●
田
原
卓
球
ク
ラ
ブ

　

私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
は
高
齢
者
を
中
心
に
、

日
頃
の
運
動
不
足
解
消
と
元
気
な
毎
日
を
目

指
し
て
、
毎
週
月
曜
日
に
２
時
間
の
卓
球
の

練
習
を
行
い
、
ク
ラ
ブ
会
員
の
親
睦
を
深
め

て
お
り
ま
す
。
日
頃
の
練
習
風
景
は
誰
と
で

も
声
を
掛
け
合
い
、
シ
ン
グ
ル
ス
で
の
ラ
リ
ー

を
中
心
に
し
た
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
で
体

を
ほ
ぐ
し
ま
す
。
そ
の
後
、
声
を
掛
け
合
い
、

ダ
ブ
ル
ス
で
３
試
合
先
勝
す
る
ま
で
楽
し
み
、

終
わ
れ
ば
メ
ン
バ
ー
を
組
み
替
え
、
改
め
て

ダ
ブ
ル
ス
に
再
挑
戦
し
ま
す
。
当
ク
ラ
ブ
で

は
練
習
と
い
う
よ
り
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

雰
囲
気
の
中
で
過
ご
す
こ
と
で
親
睦
を
深
め

て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
が
な
け
れ
ば
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
、
卓
球
競
技
で
は
国
際
卓
球
連
盟

の
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
（
令
和
2
年
4
月
）

女
子
総
合
第
２
位
の
伊
藤
美
誠
選
手
や
男
子

総
合
４
位
の
張
本
智
和
選
手
等
と
の
メ
ダ
ル

獲
得
が
期
待
さ
れ
て
い
て
、
私
た
ち
ク
ラ
ブ

の
中
で
も
話
題
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
１
月
に
日
本
で
最
初
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
、

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
や
屋
形
船

で
の
感
染
者
数
は
増
え
て
き
ま
し
た
が
、
2

月
中
の
当
ク
ラ
ブ
練
習
日
に
つ
き
ま
し
て
は

通
常
通
り
の
練
習
が
出
来
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
３
月
以
降
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
２
月
下

旬
の
最
終
月
曜
日
の
練
習
を
最
後
に
体
育
館

の
使
用
が
で
き
な
く
な
り
、
結
局
、「
緊
急
事

態
宣
言
」
も
発
動
さ
れ
、
残
念
な
が
ら
休
部

状
態
が
続
き
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
が
落

ち
着
き
、
２
０
２
１
年
に
延
期
さ
れ
た
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
卓
球
競
技
の
メ
ダ

ル
を
か
け
て
日
本
選
手
が
活
躍
す
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

が
ん
ば
れ
日
本
!!

竹
内　

一
成

「田原卓球クラブ」
コミュニティ祭りでのビーチボール
大会に参加した時の一コマ

東
上
野

東
上
野地 

域
地 

域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会

●
台
東
文
化
バ
レ
エ
サ
ー
ク
ル

　

活
動
開
始
は
50
年
程
前
、
最
初
は
地
域
の

み
そ
ぎ
神
社
の
集
会
場
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、

旧
西
町
小
学
校
講
堂
、
旧
下
谷
小
学
校
講
堂

と
場
所
を
移
し
、
現
在
は
東
上
野
区
民
館
で

活
動
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
3
歳
か
ら

15
歳
ま
で
の
34
名
が
、
毎
週
土
曜
日
の
13
時

か
ら
レ
ッ
ス
ン
を
し
て
い
ま
す
。

　

日
々
の
レ
ッ
ス
ン
の
成
果
を
2
～
3
年

に
一
度
の
発
表
会
で
披
露
し
て
お
り
、
令
和

2
年
は
7
月
に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
ミ
レ

ニ
ア
ム
ホ
ー
ル
で
発
表
会
を
行
う
予
定
で
し

た
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
で
発
表
会
前
に
レ
ッ
ス
ン
を
す

新
た
な
小
さ
な
出
来
る
事

　
　
　
　
　
　
か
ら
始
め
よ
う

　

令
和
2
年
、
突
然
私
達
、
そ
し
て
世
界
の

日
常
生
活
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

　

1
月
に
中
華
人
民
共
和
国
湖
北
省
武
漢
市

で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
発
生
が
伝
わ
り
、

2
月
に
は
横
浜
港
で
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ

ン
セ
ス
号
の
乗
船
者
の
感
染
状
況
の
報
道
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
ま
で
は
、
私
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
他
人
事
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
3
月
に
な
る
と
東
京
で
も
感
染

者
数
が
多
く
な
り
、
こ
の
頃
よ
り
、
私
達
の

日
常
生
活
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
・
危
機
を
実
感
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

外
出
を
控
え
て
い
た
た
め
、
T
V
・
ネ
ッ
ト
・

新
聞
を
見
聞
き
す
る
機
会
が
多
く
な
り
、
日

本
の
出
来
事
（
学
校
休
校
・
緊
急
事
態
宣
言
・

外
出
自
粛
・
ア
ベ
ノ
マ
ス
ク
・
特
別
給
付
金
・

G
o 

T
o
ト
ラ
ベ
ル
・
令
和
2
年
7
月
豪

雨
・
五
輪
延
期
・
政
治
の
混
乱
等
）
も
、
世

界
の
出
来
事
（
自
国
中
心
主
義
・
人
種
差
別
・

香
港
問
題
・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
世
界
拡
大
そ
の
他
諸
々
）
も
私
達
に
は
無

関
係
で
は
な
く
、
現
在
・
将
来
の
生
活
全
て

が
直
接
・
間
接
的
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
る
こ

と
を
実
感
し
、
こ
れ
ら
の
諸
問
題
に
も
関
心

を
持
ち
、
意
見
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
立
ち
返
り
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
今
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
？

　
〝
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
な
い
、
さ
せ
な
い
〟
を

念
頭
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
今
何
を
す

る
の
か
、
何
が
で
き
る
か
？
を
模
索
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

運
営
委
員
長　

北
畠　

啓
行

る
こ
と
が
で
き
ず
、
発
表
会
を
延
期
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
活
動
を
再
開
し
、「
自
宅
で
の
検

温
」「
レ
ッ
ス
ン
前
の
手
洗
い
や
消
毒
の
徹
底
」

「
レ
ッ
ス
ン
時
は
マ
ス
ク
着
用
」
と
い
っ
た
感

染
症
予
防
対
策
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
生
徒

達
は
き
れ
い
な
衣
裳
で
舞
台
に
立
て
る
こ
と

を
楽
し
み
に
、
次
の
発
表
会
に
向
け
て
一
生

懸
命
レ
ッ
ス
ン
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

バ
レ
エ
は
普
段
使
わ
な
い
筋
肉
を
無
理
な

く
使
い
、
正
し
く
美
し
い
姿
勢
が
保
た
れ
て

い
き
ま
す
。
ま
た
ダ
ン
ス
の
基
本
と
も
い
え

る
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
は
、
お
子
様
の
情
操

教
育
や
健
康
維
持
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ご
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
見
学
に
い
ら
し

て
く
だ
さ
い
。

一
條　

知
美

台
東
文
化
バ
レ
エ
サ
ー
ク
ル

　
　
　
　
　
　

平
成
30
年
発
表
会

レ
ッ
ス
ン
風
景

　

田
原
小
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
は
、

昭
和
61
年
７
月
小
学
校
改
築
工
事
完
成
と

同
時
に
発
足
し
、
設
立
34
周
年
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在
20
の
団
体
が

ス
ポ
ー
ツ
は
も
ち
ろ
ん
、
ダ
ン
ス
・
お
囃

子
等
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
活
動
を
し
て

お
り
ま
す
。

　

発
足
当
時
の
『
れ
っ
つ　

た
わ
ら
』
を

合
言
葉
に
、
地
域
に
根
付
い
た
愛
さ
れ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
に
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

今
回
は
「
田
原
卓
球
ク
ラ
ブ
」
を
紹
介

し
ま
す
。

会
長　

平
野　

光
正
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大
正
大
正
小
地
区

小
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会

●
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

　
　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動  

　

大
正
小
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
は
、

36
の
団
体
が
所
属
し
て
お
り
、
大
正
小
学
校

と
協
力
し
、
地
域
の
核
と
な
る
よ
う
広
く
根

を
張
っ
た
地
域
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
毎
年
恒
例
の
『
春
の
文
学
歴
史
散
歩
』

を
中
止
し
、
3
月
の
定
例
会
を
入
谷
区
民
館

で
行
っ
て
以
来
、
会
合
を
開
く
こ
と
は
行
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
5
月
の
総
会
は
書
面
で
議
決
し
、

例
年
9
月
に
行
っ
て
い
る
多
く
の
方
々
と

ゲ
ー
ム
を
通
し
な
が
ら
楽
し
く
交
流
を
深
め

ら
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
祭
り
も
中
止
に
い
た

し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
を
防
ぐ
『
新

し
い
日
常
』
の
も
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

を
す
る
の
は
と
て
も
難
し
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
維
持

し
な
が
ら
、「
明
る
く
豊
か
な
ふ
れ
あ
い
と
う

る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
が
主
旨
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
両
立
す
る
の
は
、
非
常

に
困
難
で
す
。

　

8
月
の
時
点
で
ま
だ
活
動
拠
点
と
な
る
小

学
校
の
施
設
は
開
放
さ
れ
て
お
ら
ず
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
は
再
開
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。

で
す
が
き
っ
と
、
数
ヶ
月
後
、
数
年
後
に
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対

策
の
準
備
期
間
を
経
て
必
ず
再
開
さ
れ
る
は

ず
で
す
。
国
の
指
針
、
都
の
要
請
、
区
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
が
発
表
さ
れ
、
そ
れ
ら
を

守
っ
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
守
っ

て
い
る
か
ら
」
と
か
「
こ
れ
だ
け
や
れ
ば
感

染
し
て
も
言
い
訳
で
き
る
」
と
か
、
そ
ん
な
気

持
ち
で
活
動
す
る
の
は
危
険
だ
と
思
い
ま
す
。

　

感
染
し
な
い
た
め
、
ま
た
感
染
を
拡
大
さ

せ
な
い
た
め
に
、「
区
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は

こ
う
だ
が
、
我
々
の
サ
ー
ク
ル
で
は
更
に
対

策
を
行
う
」
な
ど
の
「
絶
対
に
感
染
し
な
い
、

感
染
を
広
め
な
い
」
と
い
う
強
い
意
志
が
必

要
で
す
。
そ
れ
に
は
サ
ー
ク
ル
の
代
表
者
の

強
い
責
任
感
を
持
っ
た
意
志
・
行
動
・
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
区
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
『
咳
エ

チ
ケ
ッ
ト
の
徹
底
、
マ
ス
ク
着
用
及
び
マ
イ

タ
オ
ル
を
持
参
す
る
事
』
と
、
利
用
者
に
求

め
る
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
措
置
と
し
て

挙
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
、『
ス
ポ
ー

ツ
時
に
は
熱
中
症
を
避
け
る
た
め
に
マ
ス
ク

は
し
な
く
て
よ
い
』
と
な
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
そ
う
し
た
際
に
は
、
サ
ー
ク
ル
内
で
よ

く
話
し
合
い
、
人
と
人
と
の
距
離
を
考
え
、

必
要
で
あ
れ
ば
マ
ス
ク
着
用
を
必
須
に
し
、

休
憩
時
間
を
増
や
し
、
手
で
触
れ
る
物
に
は

消
毒
を
こ
ま
め
に
す
る
な
ど
、
個
々
で
決
ま

り
事
を
作
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
サ
ー

ク
ル
の
代
表
者
に
は
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

日
中
に
は
児
童
や
教
職
員
が
使
う
学
校
に

我
々
施
設
利
用
者
が
絶
対
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
を
持
ち
込
ん
で
は
な
り
ま
せ
ん
。
多

く
の
方
々
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

お
年
寄
り
や
基
礎
疾
患
を
お
持
ち
の
方
や

そ
の
同
居
者
の
方
々
と
、
若
者
と
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
警
戒
心
が
か

な
り
差
が
あ
る
と
、
個
人
的
に
は
感
じ
ま
す
。

是
非
慎
重
な
行
動
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
「
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
」

で
す
。
皆
が
協
力
し
て
、
こ
の
困
難
を
乗
り

越
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
い

つ
か
、
新
し
い
日
常
、
新
し
い
生
活
様
式
を

一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

運
営
委
員
長　

丸
地　

伝
三

昨
年
度
の

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
祭
り

多
く
の
子
供
た
ち
が

楽
し
ん
で
く
れ
ま
し
た

昨
年
度
の

　
　

文
学
歴
史
散
歩

金
曽
木

金
曽
木小

地
区

小
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会

　

金
曽
木
小
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
は
、

今
年
で
創
立

117
年
目
を
迎
え
た
根
岸
四
丁
目

に
あ
る
金
曽
木
小
学
校
を
拠
点
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
で
創
設
30
周
年

を
迎
え
、
德
茂
会
長
を
中
心
と
し
て
、
11
名

の
運
営
委
員
が
実
務
を
支
え
、
16
の
サ
ー
ク

ル
の
皆
様
と
と
も
に
、
当
委
員
会
と
し
て
の

行
事
を
開
催
・
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

4
月
の
総
会
か
ら
始
ま
り
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

祭
り
、
バ
ス
ハ
イ
ク
、
新
年
会
、
草
津
温
泉

＆
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
と
老
若
男
女
に
楽
し
ん
で

頂
け
る
行
事
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
祭
り
は
、
金
曽
木
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー

と
共
催
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
委
員
会
独
自

の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
大
勢
の
来
場
者
に

楽
し
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
バ
ス
ハ
イ
ク

は
、
関
東
近
県
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
名
所
め

ぐ
り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
、
開
催
の
度
に

内
容
を
変
え
て
行
っ
て
お
り
、
未
就
学
児
か

ら
ご
年
配
の
方
ま
で
、
様
々
な
世
代
の
方
々

の
参
加
を
頂
い
て
い
ま
す
。
草
津
温
泉
＆
ス

キ
ー
ツ
ア
ー
で
は
、
現
地
で
温
泉
派
と
ス
キ
ー

派
に
分
か
れ
て
活
動
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
し

み
方
で
過
ご
し
ま
す
。

　

令
和
2
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

が
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
委
員

会
活
動
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

新
し
い
ス
タ
イ
ル
で
の
活
動
を
実
践
し
、

皆
様
の
笑
顔
と
と
も
に
活
動
が
再
開
で
き
る

よ
う
、
区
内
各
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員

会
と
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
前
へ
進
ん
で

行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
委

員
会
活
動
に
携
わ
る
機
会
が
な
か
っ
た
皆
様

に
も
、
新
た
な
委
員
会
活
動
の
創
造
に
参
加

し
て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

運
営
委
員
長　

後
閑　

正
典

平成 30 年度の草津温泉＆スキーツアー

令和元年度のコミュニティ祭り　大勢の参加者が楽しんでくれました。
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大勢の参加者がコミュニティ大運動会を通じて交流し、楽しい一日を過ごします

大運動会参加者全員で行う演歌体操

松
葉
松
葉
小
地
区

小
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
拡
大
に

は
、
収
束
の
兆
し
が
見
え
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
コ
ロ
ナ
と
共
存
す
る
『
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
』
の
社
会
で
新
た
な
生
き
方
が
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
が
、
戸
惑
い
や
混
乱
も
目
立

ち
、
暮
ら
し
や
仕
事
、
人
間
関
係
な
ど
が
変

化
し
、
世
の
中
に
ギ
ス
ギ
ス
し
た
雰
囲
気
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
感
染

予
防
優
先
か
自
由
や
人
権
を
優
先
す
る
の
か

と
い
う
二
項
対
立
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
『
自
粛
警
察
』
や
感
染
し
た
人
を
非
難
し
た

り
、偏
見
、差
別
と
い
っ
た
『
コ
ロ
ナ
い
じ
め
』

な
ど
の
行
動
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も　
〝
相
手
の
立
場
に

立
っ
て
考
え
る
〟
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
状

況
に
合
わ
せ
て
考
え
や
行
動
、
生
活
を
変
え

て
い
く
柔
軟
性
や
共
感
が
求
め
ら
れ
る
世
の

中
に
な
っ
て
き
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
し

は
じ
め
て
か
ら
、
現
在
ま
で
６
か
月
程
『
委

員
会
活
動
』
は
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。
行
政

で
も
活
動
再
開
に
向
け
、
準
備
を
進
め
て
い

る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
夏
の
情
勢

や
、
こ
れ
か
ら
秋
冬
に
な
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬
が
確
立
さ
れ
な
け

れ
ば
再
開
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
も
思

わ
れ
ま
す
。

　

偶
然
、
町
で
お
会
い
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

メ
ン
バ
ー
の
方
と
お
話
し
た
時
、
自
分
が
感

染
し
な
い
様
に
、
ま
た
、
他
人
に
感
染
さ
せ

な
い
様
に
、「
３
密
を
避
け
」「
マ
ス
ク
を
着

け
、
手
洗
い
を
す
る
」
と
い
う
対
策
を
し
っ

か
り
と
っ
て
い
る
と
の
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。

普
段
か
ら
意
識
し
て
い
る
と
は
、『
素
晴
ら
し

い
！
』
と
思
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
再

開
し
た
際
は
、
感
染
対
策
を
し
っ
か
り
と
し

て
活
動
を
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
ま
で
は『
あ
た
り
ま
え
』の
様
に
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
が
で
き
、
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー

と
集
ま
っ
て
話
も
で
き
、
飲
み
会
も
で
き
て

い
た
の
に
・
・
・
。『
あ
た
り
ま
え
』
の
生
活

に
早
く
戻
り
た
い
も
の
で
す
。

運
営
委
員
長　

髙
橋　

亨

●
演
歌
体
操
ク
ラ
ブ

　

早
い
も
の
で
当
委
員
会
に
入
会
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
か
ら
30
年
余
り
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
こ
の
長
い
活
動
期
間
の
中
で
、
今
は

想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
様
な
困
難
な
状
況

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
初
め
頃
は
、
ま
さ
か
こ
ん
な
状
況

に
な
る
と
は
思
っ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
よ
り
、
３
月
の
一
斉
休
校
、
外
出
等

の
自
粛
要
請
、
そ
し
て
そ
の
後
の
緊
急
事
態

宣
言
の
発
令
。
そ
ん
な
状
況
で
す
の
で
、
も

ち
ろ
ん
委
員
会
活
動
も
で
き
な
く
な
り
ま
し

た
。
３
月
28
日
に
は
全
部
員
出
席
の
食
事
会

を
予
定
し
、
大
変
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
で

す
が
、
こ
れ
も
残
念
な
が
ら
中
止
に
な
り
ま

し
た
。

　

私
達
の
生
活
は
す
っ
か
り
変
わ
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
自
粛
期
間
も
長
く
な
り
、
不
安

や
恐
怖
か
ら
ス
ト
レ
ス
の
多
い
日
々
が
ず
っ

と
続
い
て
い
ま
す
。
外
出
も
思
う
よ
う
に
で

き
ま
せ
ん
。
今
ま
で
は
週
に
１
回
、
普
通
の

事
の
よ
う
に
通
っ
て
い
た
演
歌
体
操
で
す
が
、

仲
間
た
ち
と
顔
を
合
わ
せ
、
体
を
動
か
し
て

お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
こ
の
時
間
が
、
運
動
不

足
解
消
だ
け
で
な
く
、
ど
れ
ほ
ど
気
分
転
換

に
も
な
っ
て
い
た
か
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
こ
の
状
況
が
い
つ
ま
で
続
く
の
か
わ

か
り
ま
せ
ん
の
で
、
活
動
再
開
の
目
途
は
立
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
今
は
た
だ
１
日
も
早
く
、

安
心
し
て
み
ん
な
で
演
歌
体
操
が
出
来
る
よ

う
に
な
る
事
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
演
歌
体
操
」
と
は
理
学
療
法
士
の
先
生
発

案
の
、
演
歌
に
合
わ
せ
て
行
う
体
操
で
す
。

有
酸
素
運
動
を
取
り
入
れ
た
ゆ
っ
く
り
と
し

た
も
の
で
す
。
日
頃
、
運
動
不
足
に
な
り
が

ち
な
私
達
で
す
が
、
少
し
で
も
元
気
に
生
活

し
続
け
ら
れ
る
様
に
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
11
月
に
行
わ
れ
る
松
葉
小
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
大
運
動
会
で
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

最
後
に
子
供
達
や
地
域
の
方
々
と
一
緒
に
体

操
を
し
ま
す
。
こ
れ
は
毎
回
幸
せ
を
感
じ
る

楽
し
み
な
行
事
で
す
。

　

現
在
、
会
員
は
17
名
。
明
る
く
、
楽
し
い

ク
ラ
ブ
で
す
。「
演
歌
体
操
」
は
ど
な
た
で
も

出
来
る
体
操
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お

声
が
け
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

椚
瀬　

ま
き
子

演歌体操クラブのメンバー

場
所
：
松
葉
小
学
校　

体
育
館

　
日
時
：
火
曜
日

　
　
　

午
後
７
時
半
～
８
時
半

　

東
泉
小
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
は
新

年
会
、
総
会
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
祭
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
交
流
大
会
等
の
行
事
に
つ
い
て
学
校

の
年
間
予
定
に
基
づ
き
、
運
営
委
員
会
で
い

ろ
い
ろ
話
を
し
て
予
定
を
立
て
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
祭
り
の
〝
東
泉
ま

つ
り
〟
は
総
会
が
終
わ
っ
て
ほ
っ
と
し
た
後

か
ら
、
今
年
度
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

か
、
P
T
A
の
方
々
を
中
心
に
お
話
を
伺
い
、

子
供
達
が
喜
ぶ
ゲ
ー
ム
や
模
擬
店
な
ど
の
お

店
が
同
じ
も
の
に
な
ら
な
い
様
に
話
し
合
っ

て
決
め
て
い
き
ま
す
。

　

当
委
員
会
で
企
画
し
て
い
る
産
直
野
菜
販

売
は
毎
年
大
盛
況
で
、
地
域
の
方
々
も
楽
し

み
に
し
て
お
り
、
欠
か
せ
な
い
イ
ベ
ン
ト
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
野
菜
販
売
は
親
子
２
代
で
20
年
以
上

続
い
て
い
る
八
百
屋
さ
ん
に
お
願
い
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、こ
の
八
百
屋
さ
ん
を
通
じ
て
、

紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
農
家
の
方
に
も
お
祭

り
当
日
に
会
場
に
採
れ
た
て
の
野
菜
を
も
っ

て
き
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
本
当
に
助

か
っ
て
い
ま
す
。

　

当
委
員
会
は
〝
東
泉
ま
つ
り
〟
を
通
じ
て

P
T
A
の
方
々
と
お
話
を
し
た
り
、
各
サ
ー

ク
ル
同
士
の
交
流
を
深
め
た
り
、
地
域
の
方
々

に
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
い
た
り
と
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
に
感
謝
し
な
が
ら
、
楽

し
い
充
実
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
残
念
な
が

ら
〝
東
泉
ま
つ
り
〟
を
中
止
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
委
員
の
皆
様
、

P
T
A
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
と
共
に
協
力

し
て
地
域
の
大
き
な
力
と
な
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

運
営
委
員
長　

加
藤　

晴
美

東
泉
東
泉
小
地
区

小
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会

工夫を凝らしたゲーム産直野菜販売
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「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

佐
藤
新
運
営
委
員
長
に
聞
く
！
」

　

令
和
２
年
４
月
よ
り
運
営
委
員
長
に
就
任

さ
れ
た
佐
藤
運
営
委
員
長
に
、
浅
草
小
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
の
魅
力
や
地
域
と
の

つ
な
が
り
等
を
伺
い
ま
し
た
。

Q
．
当
委
員
会
の
設
立
・
団
体
紹
介
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

A
．　

当
委
員
会
は
昭
和
59
年
８
月
９
日
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
設
立
時
よ
り
掲
げ
て
い

る
「
心
と
心
の
ふ
れ
あ
い
、
う
る
お
い
の

あ
る
町
づ
く
り
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
会
長

を
は
じ
め
９
名
の
委
員
で
運
営
し
て
い
ま

す
。

　
　　

当
委
員
会
に
は
現
在
、
17
団
体
の
サ
ー

ク
ル
が
所
属
し
て
お
り
、ス
ポ
ー
ツ
活
動
・

文
化
系
活
動
・
お
囃
子
・
吹
奏
楽
・
合
唱

等
様
々
な
活
動
を
通
じ
て
子
供
達
、
青
少

年
、
各
年
代
の
方
々
が
〝
身
近
な
ふ
れ
あ

い
の
場
、
交
流
の
場
〟
と
し
て
サ
ー
ク
ル

活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
Q
．
コ
ロ
ナ
禍
で
、
ど
の
よ
う
に
運
営
・
活
動

を
し
て
い
ま
す
か
？

A
．　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
対
策
に
よ
り
、
密
閉
・
密
集
・
密
接
を

避
け
る
こ
と
、
ま
た
、
活
動
場
所
で
あ
る

学
校
施
設
は
子
供
達
が
就
学
す
る
場
で
も

あ
る
こ
と
を
委
員
会
の
サ
ー
ク
ル
団
体
が

理
解
し
、
全
サ
ー
ク
ル
活
動
を
自
粛
し
て

い
ま
す
。

　
　
　

運
営
活
動
の
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、

サ
ー
ク
ル
活
動
を
通
じ
て
の
人
と
人
の
絆

や
各
サ
ー
ク
ル
間
の
交
流
を
図
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
浅
草
小
学
校
校

長
先
生
・
P
T
A
会
長
・
副
校
長
先
生

を
お
招
き
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
懇
親
会

も
、
例
年
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
現
状
の

中
で
は
開
催
が
難
し
い
の
で
は
と
危
惧
し

て
お
り
ま
す
。

　
　
　

ま
だ
ま
だ
出
口
は
見
え
て
き
ま
せ
ん

が
、
一
日
も
早
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
収
束
し
、
以
前
の
様
に
充
実
し

た
笑
顔
の
絶
え
な
い
委
員
会
活
動
が
再

開
で
き
る
日
を
心
待
ち
に
願
う
ば
か
り
で

す
。

浅
草
浅
草
小
地
区

小
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会

Q
．
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
地
域
の
つ
な
が
り
を
教

え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

A
．　

当
委
員
会
の
特
徴
と
し
て
、
地
域
行

事
と
の
深
い
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。
三
社

祭
で
は
今
年
は
実
施
方
法
を
か
え
て
の
斎

行
と
な
っ
た
た
め
、
残
念
な
が
ら
中
止

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
お
囃
子
の

サ
ー
ク
ル
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
ま
す
。
ま
た
、
各
町
青
年
部
の
企
画
運

営
に
よ
る
三
町
連
合
納
涼
盆
踊
り
大
会
で

は
子
供
達
を
は
じ
め
、
地
域
の
方
々
に
楽

し
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
趣
向
を
凝
ら
し
た

ゲ
ー
ム
・
か
き
氷
な
ど
の
模
擬
店
が
設
営

さ
れ
ま
す
が
、
当
委
員
会
は
協
賛
及
び
金

龍
太
鼓
の
お
披
露
目
や
模
擬
店
で
の
活
動

に
参
加
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

年
間
を
通
し
て
様
々
な
行
事
に
何
ら
か

の
形
で
参
加
し
、
行
事
の
お
手
伝
い
を
す

る
こ
と
で
、
地
域
の
皆
様
と
の
つ
な
が
り

を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

Q
．
こ
れ
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
つ
い

て
お
話
い
た
だ
け
ま
す
か
。

A
．　

今
、
私
た
ち
は
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
、
新
し
い
生
活
様
式
が
求
め
ら

れ
、
活
動
自
粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
　
　

本
来
な
ら
ば
こ
の
よ
う
な
錯
綜
し
た
環

境
だ
か
ら
こ
そ
、
体
を
鍛
え
た
り
、
共
有

で
き
る
習
い
事
、
日
本
の
伝
統
文
化
等
を

学
び
な
が
ら
、
よ
り
多
く
の
人
と
人
が
共

有
で
き
る
ふ
れ
あ
い
の
場
、
そ
し
て
お
互

い
が
よ
り
深
く
交
流
で
き
る
場
所
を
作
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
当
委
員
会
で
は
こ
れ
か
ら
も

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
間
の
交
流
を
深
め
る
と
と

も
に
、
周
辺
地
域
の
皆
様
と
の
連
携
を
図

り
、
よ
り
充
実
し
た
活
動
が
で
き
る
よ
う

心
が
け
て
い
き
ま
す
。

　

佐
藤
運
営
委
員
長
、
お
忙
し
い
中
、
貴
重

な
お
話
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

新
し
い
日
常
の
中
、
全
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
が
再
開
し
、
皆
様
の
笑
顔
に
再
開
で
き
る

日
を
心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。八

田　

久
美
子

　

根
岸
小
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
で
は

根
岸
小
学
校
内
の
体
育
館
・
会
議
室
・
校
庭

を
お
借
り
し
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
文
化
活
動

な
ど
、
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
ま
た
、〝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
〟
と
し

て
色
々
な
行
事
の
実
施
や
参
加
を
し
て
お
り

ま
す
。

●
三
町
会
合
同
防
災
訓
練

　

上
根
岸
町
会
・
中
根
岸
町
会
・
根
岸
二
丁

目
町
会
の
三
町
会
が
持
ち
回
り
で
企
画
・
運

営
を
し
て
い
る
防
災
訓
練
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

防
災
協
力
会
」
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
、
地
域
で
支
え
あ
い
、
助
け
あ
い

が
で
き
る
よ
う
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
主
な

開
催
場
所
は
防
災
広
場
根
岸
の
里
や
根
岸
小

学
校
内
で
す
。
各
町
会
は
毎
年
趣
向
を
凝
ら

し
た
訓
練
を
企
画
し
て
く
だ
さ
っ
て
お
り
ま

す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
訓
練
や
初
期
消
火
訓
練
、

煙
体
験
訓
練
の
ほ
か
、
か
ま
ど
ベ
ン
チ
設
営

訓
練
、
仮
設
簡
易
ト
イ
レ
設
営
訓
練
、
倒
壊

し
た
家
屋
か
ら
被
災
者
を
救
助
す
る
救
助
・

救
出
訓
練
な
ど
、
よ
り
実
践
的
な
訓
練
を
体

験
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

コミュニティ懇親会（平成 31 年 2 月）にて。皆さん素敵な笑顔です。

根
岸
根
岸
小
地
区

小
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
祭
り

　

当
委
員
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
祭
り
は
、
ス

ポ
ー
ツ
大
会
と
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を

隔
年
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
は
体
育
館
を
お
借
り
し
、

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

多
く
の
参
加
者
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、

チ
ー
ム
登
録
の
ほ
か
に
フ
リ
ー
で
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
く
じ
引
き
で
振
り
分
け
た
即
席

チ
ー
ム
で
の
大
会
も
実
施
し
て
お
り
、
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
過
去
に
は
様
々
な
形
状

や
大
き
さ
の
ボ
ー
ル
を
使
用
し
た
「
変
わ
り

玉
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
大
会
」
を
開
催
し
、
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
で
は
台
東
区
内

及
び
台
東
区
周
辺
の
史
跡
や
施
設
を
散
策
し

ま
す
。
上
野
公
園
の
歴
史
や
秘
密
を
ク
イ
ズ

形
式
で
学
ん
だ
り
、
徳
川
ゆ
か
り
の
地
を
訪

ね
た
り
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
中
に
見
た
風
景
で

俳
句
を
詠
ん
だ
り
と
、
毎
年
様
々
な
テ
ー
マ

に
沿
っ
た
コ
ー
ス
設
定
を
し
、
幅
広
い
年
代

の
参
加
者
の
皆
様
と
交
流
し
な
が
ら
散
策
を

楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

運
営
委
員
長　

藤
原　

浩
二

防災訓練風景

健康ウォーキング大会

ビーチボール大会
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「
い
ま
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」

　

蔵
前
小
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
で
は
、

昨
年
新
た
に
迎
え
た
蔵
前
小
学
校
新
校
舎
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
祭
り
の
教
訓
を
も
と
に
、

新
校
舎
の
魅
力
を
最
大
限
に
生
か
し
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
夢
と
希
望
に
満
ち
溢

れ
た
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
の
魅
力
を
体
験
で
き

る
企
画
等
、
い
か
に
し
て
子
供
た
ち
に
か
け

が
え
の
な
い
経
験
と
思
い
出
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
か
を
ず
っ
と
楽
し
み
に
計
画
・
構
想
を

し
て
参
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

と
い
う
未
曽
有
の
事
態
に
見
舞
わ
れ
、
あ
り

と
あ
ら
ゆ
る
イ
ベ
ン
ト
、
興
行
、
外
出
が
禁

止
や
中
止
、
延
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
我
々
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
翌
年
へ
の
延
期
の
決
断
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
当
委
員
会
と
し
て
何
か
で
き

な
い
か
、
こ
の
よ
う
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ
で

き
な
い
も
の
は
な
い
か
試
行
錯
誤
し
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
考
慮
し
た
企
画
と

し
て
、
蔵
前
小
地
区
の
８
町
会
を
め
ぐ
る
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
時
間
を
ず
ら
し
、
ス
タ
ン
プ
設

置
場
所
も
8
町
会
に
分
け
る
こ
と
で
、
密
を

避
け
な
が
ら
親
子
で
の
少
人
数
団
体
で
各
町

会
を
巡
り
ま
す
。
子
供
達
は
ゲ
ー
ム
や
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
、
各
町
会
独
自
の
催
し
物

を
楽
し
み
、
お
土
産
を
も
ら
い
な
が
ら
蔵
前

小
地
区
を
探
検
し
て
い
ま
し
た
。

蔵
前
蔵
前
小
地
区

小
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会

　

例
年
は
当
委
員
会
主
体
で
実
施
し
て
い
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
祭
り
で
す
が
、
今
年
は
各
町

会
を
は
じ
め
、
各
町
会
の
関
係
者
の
皆
様
の

ご
理
解
・
ご
協
力
の
も
と
、
委
員
一
同
一
丸

と
な
っ
て
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
、
新
た
な

一
面
を
見
出
す
こ
と
の
で
き
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
ず
は
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
が
一
日
で
も
早
く

解
消
す
る
よ
う
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

和
久
田　

太
一

受付でもコロナ対策をとり、消毒もしました。町会のご協力のおかげで地域の子供達も楽しめました。

蔵前小ＯＢ・ＯＧのボランティアの子も手伝いに来てくれました。たくさん歩いて全ての町会の
スタンプ GET ！

黒
門
黒
門
小
地
区

小
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会

●
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
む
け
て

　

私
が
所
属
し
て
い
る
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は

創
部
か
ら
ま
だ
日
が
浅
く
、
活
動
場
所
を
転
々

と
し
な
が
ら
細
々
と
活
動
を
続
け
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
、
当
委
員
会
の
皆
様
に
受
け

入
れ
て
い
た
だ
き
、
定
期
的
に
活
動
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

仲
間
も
増
え
、
活
動
場
所
も
で
き
、
こ
れ

か
ら
委
員
会
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
た
矢
先
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
猛
威
を
振
る
い
始
め
ま
し
た
。

盆
踊
り
大
会
な
ど
の
楽
し
み
に
し
て
い
た
イ

ベ
ン
ト
の
ほ
と
ん
ど
が
中
止
と
な
り
、
部
に

と
っ
て
も
、
委
員
会
に
と
っ
て
も
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
へ
こ
た
れ

て
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
今
で
き
る
こ
と
は
何

か
。
今
後
、
委
員
会
活
動
が
再
開
し
た
と
き

に
い
ま
ま
で
以
上
に
活
発
に
活
動
す
る
に
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を
私
な
り
に
考
え
て
み

ま
し
た
。

　

私
は
、
そ
の
１
つ
と
し
て
、
メ
ン
バ
ー
同

士
が
「
互
い
を
思
い
や
る
」
こ
と
が
大
切
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
今
現

在
思
い
や
り
が
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
（
当
委
員
会
の
雰
囲
気
は
本
当
に
い

い
ん
で
す
！
新
参
者
が
そ
の
よ
う
に
感
じ
る

く
ら
い
で
す
の
で
、
長
く
所
属
さ
れ
て
い
る

方
は
よ
り
一
層
感
じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
）。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
も
希
薄
に
し
て
い
ま
す
。
人
と

の
触
れ
合
い
は
制
限
さ
れ
、
繋
が
り
も
感
じ

づ
ら
く
な
っ
て
い
る
状
況
は
、
地
域
の
繋
が

り
を
重
視
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
と
っ
て
危

機
的
な
状
況
と
も
い
え
る
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
よ
う
な
状
況
で
も
、
メ
ン
バ
ー

同
士
が
互
い
を
思
い
や
り
、
助
け
合
っ
た
経

験
は
再
開
後
の
委
員
会
活
動
で
必
ず
活
き
る

は
ず
で
す
。
共
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
と
い
う
苦
境
を
乗
り
越
え
た
経
験
は
、

チ
ー
ム
間
は
も
ち
ろ
ん
、
当
委
員
会
全
体
の

繋
が
り
を
強
固
な
も
の
に
す
る
は
ず
で
す
。

今
は
ま
だ
思
っ
た
よ
う
な
活
動
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
来
る
べ
き
そ
の
日
に
向
け
て
思
い
や

り
の
気
持
ち
を
持
ち
、
再
開
の
時
を
待
ち
た

い
と
思
い
ま
す
。

多
田　

拓
司

　

黒
門
小
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
は
、

平
成
３
年
３
月
に
黒
門
小
学
校
地
区
の
住

民
が
中
心
と
な
り
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

年
１
回
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
祭
り
と
上
野

地
区
盆
踊
り
大
会
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、

地
域
の
方
々
と
も
楽
し
く
交
流
し
て
お
り

ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
祭
り
は
当
委
員
会

に
参
加
し
て
い
る
団
体
だ
け
で
は
な
く
、

近
隣
の
町
会
の
方
々
に
も
来
て
い
た
だ
き
、

100
名
以
上
の
参
加
の
下
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
や

ボ
ー
リ
ン
グ
に
汗
を
流
し
ま
す
。
今
後
も
、

地
元
に
根
付
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会

を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

運
営
委
員
長　

田
嶋　

章
好
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こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、
活
動
は
再
開
し
た
い

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
も
怖
い
と
い
っ
た
複

雑
な
局
面
に
立
た
さ
れ
て
い
る
方
々
は
大
変

多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
当
委
員
会
に
お
い
て
、
許
容
さ

れ
る
範
囲
内
で
少
し
ず
つ
運
営
・
活
動
を
再

開
し
た
具
体
例
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

両
サ
ー
ク
ル
と
も
施
設
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
を
と
っ
た
利

用
方
法
に
沿
っ
て
活
動
し
、
練
習
後
の
飲
食

は
最
低
限
に
す
る
、
飲
み
会
等
は
オ
ン
ラ
イ

ン
を
活
用
す
る
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
て
少
し

ず
つ
活
動
を
再
開
し
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
、

皆
様
の
ご
参
考
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

靴底消毒

コミュニティ祭り　育英太鼓

コミュニティ祭り　昔懐かし縁日

　

浅
草
橋
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
に
お

け
る
最
大
の
行
事
は
、
毎
年
11
月
初
め
に
実

施
し
て
い
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
祭
り
」
で
す
。

例
年
8
月
ご
ろ
か
ら
実
行
委
員
長
を
中
心
に
、

委
員
会
で
準
備
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
祭
り

当
日
は
、
台
東
育
英
小
学
校
の
生
徒
た
ち
に

よ
る
力
強
い
育
英
太
鼓
（
写
真
左
）
を
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
に
、
地
域
の
名
産
を
販
売
す
る
物

産
展
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
野
菜
販
売
を

定
番
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
令
和

元
年
度
は
昔
懐
か
し
縁
日
（
写
真
下
）
を
企

画
し
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
大
好
評
で
し
た
！

　

ま
た
、
地
域
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
、

浅
草
橋
紅
白
マ
ロ
ニ
エ
ま
つ
り
や
、
柳
橋
納

涼
盆
踊
り
大
会
、
柳
北
お
ど
り
な
ど
の
お
手

伝
い
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
委
員
会
に
は
運
動
系
17
サ
ー
ク
ル
、
文

化
系
４
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
、
台
東
育
英
小
学

校
な
ど
の
施
設
を
お
借
り
し
て
、
日
ご
ろ
か

ら
ス
ポ
ー
ツ
や
音
楽
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。 浅

草
橋

浅
草
橋

地
区
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会

　

し
か
し
、
令
和
2
年
春
先
か
ら
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、
学
校

施
設
の
開
放
が
休
止
さ
れ
、
各
サ
ー
ク
ル
の

一
連
の
活
動
が
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。
サ
ー
ク
ル
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
は
、
大

変
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
出
来
事
で
す
。
感
染
拡

大
が
収
束
に
向
か
う
か
と
思
え
ば
再
拡
大
と
、

先
が
見
え
な
い
状
況
が
継
続
し
て
い
ま
す
。

●
テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル
の
例

　

テ
ニ
ス
の
場
合
は
、
プ
レ
ー
中
よ
り
も
、

プ
レ
ー
前
後
の
更
衣
室
に
お
け
る
着
替
え
、

あ
る
い
は
プ
レ
ー
後
の
飲
食
の
方
が
、
感
染

の
危
険
度
は
高
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
定
期
的
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
確
保

で
き
る
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
活

動
が
、
い
か
に
恵
ま
れ
て
い
た
の
か
を
、
ま

ざ
ま
ざ
と
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
改
め
て
感

謝
す
る
次
第
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
使

用
可
能
な
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
限
ら
れ
て
い
る

た
め
、
コ
ー
ト
を
確
保
す
る
こ
と
は
難
し
い

状
況
で
す
。
幸
運
に
も
コ
ー
ト
使
用
の
抽
選

な
ど
に
当
た
っ
た
際
に
は
以
下
の
こ
と
に
留

意
し
ま
し
た
。

・
メ
ン
バ
ー
の
数
を
限
定
し
て
、
多
人
数

と
な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
し
、
１
コ
ー

ト
６
名
程
度
に
す
る
。

・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
往
復
時
の
マ
ス
ク
着
用
、

プ
レ
ー
時
は
熱
中
症
対
策
も
あ
り
任

意
。

・
手
指
消
毒
は
も
ち
ろ
ん
、
特
に
靴
底
の

消
毒
を
実
施
。
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
は
プ

レ
ー
中
バ
ウ
ン
ド
し
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
は

そ
れ
を
必
ず
手
で
持
つ
の
で
、
靴
底
に

つ
い
た
ウ
イ
ル
ス
が
う
つ
る
可
能
性
が

あ
る
。
靴
底
の
消
毒
は
極
め
て
重
要
。

●
合
唱
サ
ー
ク
ル
の
例

　

合
唱
は
、
い
わ
ゆ
る
〝
三
密
〟
や
飛
沫
感

染
の
危
険
を
起
こ
す
条
件
を
満
た
す
活
動
で

す
。
室
内
で
、
大
勢
が
集
ま
り
、
大
き
な
声

で
歌
う
わ
け
で
す
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
大

変
危
険
で
し
ょ
う
。　

　

し
か
し
、
そ
ん
な
中
で
も
、
歌
い
た
い
、

練
習
を
し
た
い
と
い
う
思
い
は
強
く
、
何
と

か
練
習
を
再
開
し
始
め
て
い
ま
す
。

・
集
ま
っ
て
行
う
練
習
は
現
段
階
で
は
極
力

実
施
し
な
い
。

・
リ
モ
ー
ト
ツ
ー
ル
を
利
用
す
る
練
習
方
法

を
大
い
に
活
用
す
る
。
通
信
タ
イ
ム
ラ
グ

が
あ
る
が
、
工
夫
次
第
で
は
実
際
に
集

ま
っ
て
練
習
す
る
よ
り
も
中
身
濃
く
進
め

ら
れ
る
。

・
集
ま
っ
て
練
習
を
実
施
す
る
場
合
は
下
記

の
細
心
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
対
策
を
行
い
、
本
人
並
び
に
家

族
で
感
染
リ
ス
ク
が
高
い
方
は
、
十
分
注

意
し
て
参
加
可
否
判
断
を
す
る
。

（1）
貸
出
許
容
さ
れ
て
い
る
公
的
な
施
設
を

利
用
、
感
染
状
況
に
応
じ
て
中
止
判
断

も
す
る
。

（2）
歌
う
と
き
も
含
め
、
常
時
マ
ス
ク
を
着

用
。

（3）
練
習
中
は
30
分
に
１
回
程
度
5
～
10

分
換
気
。

（4）
練
習
後
は
、
使
用
施
設
、
用
具
の
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
清
掃
の
徹
底
。

　

あ
き
ら
め
な
い
気
持
ち
、熱
意
が
あ
れ
ば
、

何
か
し
ら
の
方
法
が
見
つ
か
る
は
ず
で
す
。

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
は
大
変
困
難

な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、「
夜
明
け
の

来
な
い
夜
は
無
い
」
と
信
じ
、
こ
の
難
局
を

乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

齋
藤　

芳
則
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上
野
小
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
に
は
現
在
35
団
体
が
所
属
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
、
活
動
が
難
し
い
状
況
で
す
が
、
例
年
は

毎
月
第
４
水
曜
日
に
運
営
委
員
会
を
開
催
し
、
運
営
の
打
ち
合
わ
せ
や
会
員

相
互
の
連
絡
を
行
っ
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
で
取
り
組
む
地
域
に
向
け
た
活
動
と
し
て
は
、
夏
の

「
盆
踊
り
大
会
」
や
、
社
会
教
育
登
録
団
体
が
開
催
す
る
「
サ
ー
ク
ル
フ
ェ

ス
タ
」
と
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
で
同
時
開
催
す
る
秋
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
祭

り
」
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
新
年
会
」
や
「
総
会
」
な
ど
委
員
会
内
部
の

活
動
も
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た
ら
、
新
し
い
日
常
の
中
で
今
ま
で

以
上
に
地
域
の
皆
様
と
共
に
協
力
を
し
て
活
動
を
続
け
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

運
営
委
員
長　

中
田　

秀
弘

　

今
回
は
運
営
委
員
長
に
つ
い
て
、
少
し
お
話
を
し
ま
す
。

　

前
運
営
委
員
長
が
急
死
し
、
委
員
長
の
選
出
に
困
っ
て
い
る
時
に
快
く
引

き
受
け
て
く
れ
た
の
が
現
・
田
中
清
幸
運
営
委
員
長
で
す
。
平
成
31
年
の
３

月
就
任
な
の
で
、
比
較
的
新
し
い
運
営
委
員
長
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

田
中
運
営
委
員
長
は
芝
崎
ク
ラ
ブ
の
代
表
で
あ
り
、
芝
崎
町
中
町
会
の
青

年
部
長
を
経
て
、
現
在
は
町
会
の
副
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

芝
崎
ク
ラ
ブ
は
硬
式
テ
ニ
ス
の
団
体
と
し
て
当
委
員
会
に
所
属
し
て
い
る

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
過
去
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
台
東
」
に
て
、『
浅
草
ビ
ュ
ー

ホ
テ
ル
の
あ
る
芝
崎
町
中
町
会
の
青
年
部
と
近
隣
の
町
会
青
年
部
を
中
心
に

組
織
さ
れ
た
ク
ラ
ブ
で
し
た
。
こ
の
ク
ラ
ブ
、
三
社
祭
礼
や
町
会
の
夏
季
行

事
な
ど
に
大
活
躍
す
る
青
年
た
ち
の
集
団
で
あ
り
、
町
会
の
諸
活
動
の
力
強

い
推
進
力
と
な
っ
て
い
る
。（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
台
東
38
号
よ
り
一
部
抜
粋
）』

と
紹
介
さ
れ
て
い
る
通
り
、
芝
崎
町
中
町
会
は
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
の
あ
る

町
会
で
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
田
中
運
営
委
員
長
も
三
度
の
飯
よ
り
お
祭
り
が
大
、

大
好
き
と
き
て
い
ま
す
。

　

本
人
曰
く
、「
二
束
の
草
鞋
を
履
い
て
が
ん
ば
る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
言
葉
の
と
お
り
、運
営
委
員
会
で
も
一
番
目
立
つ
存
在
に
な
っ
て
、

と
て
も
頼
り
に
な
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
は
昨
年
度
末
か
ら
の
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
で
、
学

校
や
地
域
の
行
事
も
そ
れ
ぞ
れ
中
止
と
な
り
、
当
委
員
会
で
も
、
今
年
度
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
祭
り
の
中
止
、
毎
月
の
運
営
委
員
会
が
開
け
ず
、
ほ
ぼ
活
動

停
止
状
態
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
田
中
運
営
委
員
長
の
発
案
に
よ
り
運
営
委
員
内
で

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
安
否
（
？
）
確
認
や
区
役
所
か
ら
の
情
報
の

共
有
化
を
図
っ
て
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
を
し
な
が
ら

少
し
ず
つ
活
動
を
再
開
し
始
め
て
お
り
ま
す
。

運
営
委
員
会
一
同

　

富
士
小
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
の
活
動
地
域
に
あ
る
富
士
小
学
校
は

令
和
2
年
に
創
立

120
周
年
、
富
士
幼
稚
園
は
創
立
70
周
年
を
む
か
え
ま
し
た
。

明
治
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
、
令
和
と
5
つ
の
時
代
に
わ
た
り
歴
史
を
積
み

上
げ
て
き
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
当
委
員
会
は
、
平
成
元
年
に
設
立
し
ま
し
た
。
令
和
に
な
り
、

２
つ
目
の
時
代
に
入
っ
た
ば
か
り
の
新
米
で
す
。

　

設
立
時
は
10
サ
ー
ク
ル
が
所
属
し
、
32
年
た
っ
た
現
在
は
17
サ
ー
ク
ル
が

所
属
し
て
お
り
ま
す
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
、
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
軟
式
テ
ニ
ス
、
空
手
、
少
年
野
球
、

茶
道
、
華
道
、
俳
画
、
漢
字
書
道
、
か
な
書
道
と
多
種
多
様
で
す
。
定
例
会

を
毎
月
22
日
に
お
こ
な
っ
て
お
り
、
6
月
の
定
例
会
に
は
総
会
も
兼
ね
て
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

行
事
は
毎
年
11
月
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
祭
り
を
実
施
し
て
お
り
、
ビ
ー
チ
ボ
ー

ル
対
抗
戦
・
作
品
展
と
日
帰
り
バ
ス
ハ
イ
ク
を
隔
年
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
対
抗
戦
で
は
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
感
じ
、
文
化
系
サ
ー
ク
ル
に

よ
る
作
品
展
は
芸
術
の
秋
を
感
じ
ま
す
。
平
成
30
年
は

200
名
ほ
ど
の
参
加
者

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
元
年
の
バ
ス
ハ
イ
ク
は
、
横
浜

三
渓
園
見
学
、
中
華
街
で
買
い
物
と
昼
食
、
キ

リ
ン
ビ
ー
ル
工
場
見
学
、
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
お
好
み
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル

を
作
っ
た
り
と
、
盛
り
沢
山
で
楽
し
い
一
日
で

し
た
。

　

地
域
行
事
と
し
て
は
、
毎
年
5
月
か
ら
6

月
に
か
け
て
浅
草
神
社
、
今
戸
神
社
、
熱
田
神

社
の
祭
礼
が
あ
り
、
8
月
に
は
近
隣
７
町
会

連
合
の
盆
踊
り
大
会
が
富
士
公
園
で
お
こ
な
わ

れ
、
当
委
員
で
も
協
力
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
と
紹
介
い
た
し
ま
し
た
が
、
ご
承

知
の
通
り
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
動
は
も
ち
ろ
ん
全
て
休
止
！
お
祭
り
も
盆
踊
り
も
中
止
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
今
思
え
ば
、
前
号
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
台
東
」
で
は
、
来
る
べ

き
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
話
題
で
い
っ
ぱ
い
の
希
望
あ
る
号
で
し
た
が
、
そ

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
延
期
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
令
和
2
年
は
寂
し
い

1
年
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

令
和
3
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
て
、
す
べ
て
の
行
事
が
元
の
よ
う
に

出
来
る
こ
と
と
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
良
い
方
向
に
発

展
す
る
こ
と
を
祈
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

運
営
委
員
会　

久
代　

喜
志
治

上
野
上
野
小
地
区

小
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会

富
士
富
士
小
地
区

小
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会

金
竜
金
竜
小
地
区

小
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会

●
再
開
を
願
っ
て

　

私
た
ち
上
野
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
は
上
野

小
学
校
体
育
館
に
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
若
者

か
ら
シ
ル
バ
ー
世
代
と
幅
広
い
年
齢
層
の
方
々

と
共
に
、
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
レ
ベ
ル
に

関
係
な
く
楽
し
く
元
気
に
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
練
習
日
程
や
大
会
予
定
を
共
有
す

る
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
随
時
更

新
し
て
い
ま
す
。

　

長
い
期
間
、
続
け
て
い
た
だ
い
た
諸
先
輩
方

に
よ
り
、
あ
り
が
た
く
も
昨
年
50
周
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
古
く
か
ら
交
流
が
あ

る
駒
形
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
試

合
、
交
流
会
で
は
た
い
へ
ん
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
今
年
に
入
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
体
育
館
が
使
用
禁
止
に
な
り
、

活
動
停
止
の
状
態
と
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
、
普
通
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
楽
し

ん
で
い
た
事
の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
体
育
館
の
使
用
が
可
能
に
な
っ
た
際
の
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
対
策
を
検
討
し
て
お
り
、

・
ク
ラ
ブ
員
の
み
の
参
加

・
入
出
時
に
は
手
の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
、
体
調
確
認

・
ネ
ッ
ト
、
ポ
ー
ル
の
設
置
は
決
め
ら
れ
た
者
の
み
が
行
う

・
コ
ー
ト
以
外
で
の
待
機
中
に
は
マ
ス
ク
を
し
て
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス

　
タ
ン
ス
を
保
つ

な
ど
、
活
動
の
再
開
時
に
は
感
染
症
対
策
を
し
っ
か
り
と
行
な
っ
て
参
り
ま
す
。

　

１
日
も
早
く
み
ん
な
で
楽
し
い
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
再
開
で
き
る
よ
う
願
っ
て

い
ま
す
。

中
塩　

恭
子
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第28回 台東区コミュニティ交流大会

コミュニティ委員会は、小学校の通学区域を一つの単位として
活動しており、現在台東区内に１７委員会あります。
活動は、主に以下の通りです。

地域貢献をしたい！地域の人とつながりをつくりたい！
コミュニティ委員会にはそんな気持ちを持っている方が
たくさんいます。ぜひ、あなたも活動に参加してみませんか？

☆コミュニティ祭りの開催

☆防災活動

☆活動拠点となる小学校付近の清掃

☆地域のイベント運営の協力

☆スポーツ・文化等のサークル活動

こんな活動をしています！

コミュニティ委員会に入りませんか？ コミュニティづくりの主役は
地域のみなさんです！

コミュニティ祭りの様子

普段使用している学校施設の清掃 防災意識を高める活動の様子

サークル活動の成果を発表

コミュニティ委員会やサークルに参加してみたい方は区民課コミュニティ委員会担当まで!! ☎ 03（5246）1126

コミュニティづくりの主役は
地域のみなさんです！コミュニティ委員会に入りませんか？

詳しい活動内容等は
こちらから！！

第２８回台東区コミュニティ交流大会を終えて
　「第２８回台東区コミュニティ交流大会（ビーチボール大会）」が令
和２年１月１２日（日曜日）に台東リバーサイドスポーツセンターにて
開催されました。
　各コミュニティ委員会から７４チームの参加があり、総勢８５０名
の皆様の協力によって本大会が盛り上がり、一大イベントとなりまし
た。
　開会式後、本交流大会長であります、服部征夫区長の始球式を皮
切りに、各コートで熱戦が開始されました。
　コート上の対戦チームや応援の皆様が、他地区の方 と々交流する
光景を多 お々見受けし、大勢の方 に々も楽しんで頂けたと感じており
ます。
　今回、台東区広報番組（ケーブルテレビ）の取材、放送において
も区民の皆様に台東区コミュニティ交流大会の活動をお伝えできた
かと思います。撮影スタッフの方 、々一日中お疲れ様でした。
　新年早 に々も関わらず、各地区の選手、実行委員、スタッフ事務
局及び、応援をしていただいた皆様に心より感謝申し上げます。
　現在、新型コロナウイルス感染症の拡大で皆様におかれましては、
自粛等にて不安な日 を々過ごされているかと存じますが、次回も台東
区コミュニティ交流大会が開催できますように心からお祈り申し上げ
ます。

実行委員長　坂上　則子 実行委員・スタッフの皆さん

優勝チーム代表の皆さん

★
伝
　
　
　
言
　
　
　
板

★
編
　
集
　
後
　
記

ご
意
見
・
ご
感
想
、
今
後
取
り
上
げ
て
ほ
し
い

テ
ー
マ
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

令
和
２
年
度
よ
り
新
し
く
会
長
・
運
営
委
員

長
に
就
任
さ
れ
た
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
松　

葉
】
会　
　
　

長

下
田　
　

隆

【
浅　

草
】
運
営
委
員
長

佐
藤　

雅
昭

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
編
集
委
員
会
も
ま
ま
な
ら
ぬ
中
、
事
務

局
の
多
大
な
協
力
で
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
台
東
」
が
発
行
で

き
ま
し
た
。
記
憶
に
残
る
年
で
し
た
。

髙
橋　
　

亨
（
松　

葉
）

　

今
年
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
ほ
ど
、
結
束
と
知
恵
と

勇
気
を
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

子
供
を
思
う
親
の
力
を
ま
ざ
ま
ざ
と
感
じ
、
老
若
男
女

問
わ
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
楽
し
み
つ
つ
、
突
き
進

む
力
を
嬉
し
く
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
経
験
は
こ
れ
か
ら
の

活
動
を
よ
り
豊
か
に
し
て
い
く
と
信
じ
て
い
ま
す
。

増
山　

睦
子
（
谷　

中
）

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
仲
間

達
を
、
特
に
元
気
な
子
供
達
の
野
球
チ
ー
ム
を
紹
介
し
た

く
、
活
動
状
況
・
写
真
を
通
じ
、
記
事
に
し
て
取
り
上
げ

ま
し
た
。
明
る
い
未
来
へ
!!　左

治
木　

利
明
（
竹　

町
）

　

集
ま
っ
て
の
編
集
会
議
が
出
来
な
い
中
で
、
各
自
の
作

業
と
な
り
ま
し
た
が
、
事
務
局
の
方
々
の
ご
指
導
で
57
号

の
発
行
が
出
来
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

目
羅　

洋
子
（
東
上
野
）

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
異
例
の
情
報
紙
作
り
と
な
り
ま
し
た
。

事
務
局
の
方
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、
無
事
に
発
刊
す

る
こ
と
が
で
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

八
田　

久
美
子
（
浅　

草
）

　

コ
ロ
ナ
の
中
、
顔
合
わ
せ
す
る
事
も
で
き
ず
、
色
々
と

大
変
で
し
た
が
、
無
事
に
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。飯

田　

康
子
（
大　

正
）

　

コ
ロ
ナ
禍
の
編
集
作
業
と
な
り
、
何
か
と
不
便
が
あ
り

ま
し
た
が
、
何
と
か
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
関
係

各
位
の
ご
努
力
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

齋
藤　

芳
則
（
浅
草
橋
）

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
祭
り
が
開
催
で
き
る

か
議
論
に
な
り
ま
し
た
が
、
各
町
会
、
近
隣
の
皆
様
の
ご

理
解
ご
協
力
の
も
と
、
無
事
開
催
で
き
た
こ
と
、
ま
た
、

記
事
に
で
き
た
こ
と
に
感
謝
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

和
久
田　

太
一
（
蔵　

前
）


